
Ｃ－１ 指導案

看 護 科 学 習 指 導 案

石川県立田鶴浜高等学校・教諭

指導日時・教室 平成２０年１２月１１日（木）６限目 教室名 ２１H教室
対象生徒・集団 衛生看護科 ２年（次）生３８人（内訳 ２１H ３８人）
科 目 名 看護基礎医学「疾病の成り立ちと回復の過程」（単位数 １）
使 用 教 科 書 看護基礎医学２（文部科学省）

新看護学体系３ 疾病の成り立ちと回復の促進①（メヂカルフレンド社）

１ 単元名 アレルギー性疾患と膠原病

２ 単元の目標
①免疫反応によりおこる身体の変化について関心を持ち、疾病の病態を理解しようとする。

【関心・意欲・態度】
②免疫に関する疾病の成り立ちや回復の過程を人体の構造と機能に関連性を持たせて考えられる。

【思考・判断】
③免疫反応に関する疾病の成り立ちや回復の過程における人体の変化について理解を深め、自分の言葉

で述べられる。 【技能・表現】
④感染防御にとどまらず、健康な生体の恒常性の維持の根幹となる免疫反応の成り立ちと免疫に
関連するアレルギー疾患と膠原病の成り立ちが理解できる。 【知識・理解】

３ 指導に当たって
（１）生徒の状況

授業に対する姿勢は、非常に積極的で意欲・関心も高く、理解することに喜びを感じる生徒が多い。
しかし、理解させるための工夫がなければ集中力の低下や私語の増加をまねく。また、ノートをとる
ことに必死になり、説明を十分聴けないこともある。
生徒は、1年次に「人体の機能と構造」及び「感染と免疫」、2 年次には、本教科の単元でも免疫に

関連する臓器や細胞を既習している。しかし、体の中で起こる自己と非自己を認識する現象（免疫反
応とアレルギー）について、既習した知識を統合させ理解するには至っていない。ひとつの生命現象
としてその成り立ちを理解させる必要がある。

（２）指導の方針・方法
看護を学ぶ面白さを感じさせるとともに、学習意欲を高める授業の組み立てが必要である。特に生

徒がイメージしやすいよう図や比喩等を用い工夫する。また、集中力が低下せず、内容が理解できる
ための工夫として、説明を聞く時とノートをとる時の区別をはっきり指示することや授業内容の理解
を促すために生徒間で授業内容を説明しあう時間を設ける。

（３）教材選定の理由

看護の基礎知識として免疫を理解しておくことは非常に重要である。また、生徒にとっては、生命現

象の不思議や面白さを感じられる学習内容でもあり、さらに専門的な知識を学ぶ看護への道の意欲向上

につながると思われる。

４ 単元の指導計画（総時数 ３時間）
第一次 免疫反応 （１時間）

１時 免疫反応って何？（免疫反応の成り立ち） ・・・本時
第二次 アレルギーとアレルギー性疾患（１時間）
第三次 膠原病 （１時間）

５ 本時の指導と評価の計画（第一次 第１時）
（１）本時のねらい

・免疫反応に関心を持ち、理解した内容を整理して説明する。【関心・意欲・態度】
・免疫反応の成り立ちを理解する。【知識・理解】



（２）準備・資料等 視聴覚教材 ワークシート 事後評価課題 テキスト 磁石 模造紙

（３）本時の展開

時

間

学 習 内 容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 評 価 規 準

【観点】（評価方法）

導
入

５
分

学習内容の確認
「免疫反応って
何？」

・本時の学習内容とねら
いを確認する。

・免疫反応に関係する細
胞や臓器について想起
する。

板書
免疫反応とアレルギー
テーマ「免疫反応って何？」
発問（既習内容の確認）
・免疫に関係する細胞や臓器
は何か？（「風邪」の症状を
例に取り思考を促す。）

予想
白血球、B細胞、T細胞、胸腺
等

展
開
①

20
分

(1)免疫に関係
する細胞と役割 ・免疫反応の定義につい

て確認する。
(教科書アンダーライン)

・免疫に関係する細胞を
想起し、生体防御する
細胞は何かを考える。

・免疫反応に関する細胞
の種類とその働きにつ
いて理解する。

板書

「自己と非自己を識別し、異
質なものを排除することに
より生体を防御する反応」

発問

・体の中で非自己を見つけ排
除し、身体を守る（忍者の
ような）細胞は、どの細胞
がどのような働きをするの
か？（導入時の風邪と関連
づけて思考を促す。）

説明

・白血球を忍者（5レンジャー）
に例え白血球の種類とそれ
ぞれの役割について図示し
ながら説明する。

・自己と非自己を識別する役
割の忍者（５レンジャー）
のうち、リンパ球、単球（マ
クロファージ）、好中球が免
疫の主役であることを押さ
える。

・一方的な説明にせず、内容
を聞く問いを交えながら説
明する。

指示

・説明を聞く時とノートをと
る時のメリハリをつけて指
示する。

免疫反応に関する細胞とその働きを理解しよう



展
開
②

20
分

（2）免疫反応の
メカニズムと細
胞性免疫・液性免
疫

・免疫反応のメカニズム
と細胞性免疫・液性免
疫について理解する。

・隣同士で理解した内容
を整理しながら説明し
あう。

・まとめを聞き、思考を
整理する。

説明

・識別から排除まで、3レンジ
ャーがどのように働き、生
体防御のメカニズムが成り
立っているのか？

・細胞性免疫と液性免疫とは
何か？

・図を用い、メカニズムを説
明した後、細胞性免疫と液
性免疫について説明する。

指示

・説明する時は聞くことに集
中するように指示する。

・説明後、免疫反応のメカニ
ズムと細胞性免疫・液性免疫
について隣同士で説明する
よう指示する。

・机間指導し、質問や疑問を
聞く。

板書まとめ

・机間指導時の質問や疑問を
全体に補足する。

・免疫に関する細胞とその働
き、免疫反応のメカニズム、
細胞性免疫・液性免疫につ
いて再度まとめ、イメージ
を定着させる。

・一方的に説明せず、内容を
聞く問いを交えながらまと
める。

・表情や質問等により、よく
理解されていないような
ら、免疫のメカニズムに戻
り、再度説明する。

指示

・説明を聞く時とノートをと
る時のメリハリをつけて指
示する。

免疫反応に関心を持
ち、理解した内容を
整理して説明する。
【関心・意欲・態度】
（観察）

免疫反応の成り立ち
を理解する。

【知識・理解】
（ワークシート）

ま
と
め
５
分

まとめ ・まとめと整理 ・免疫反応のポイントを整理
し、まとめる。

・課題を提示する。

・次時の内容を予告し、予習
について指示する。

免疫反応のメカニズムと

細胞性免疫・液性免疫について理解しよう。


